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一つ匪覆っているが,物理の人だっ売ら,低速電子の緩和の問題 として,やや

こしい計算を考えつくに達Lnを演が,この研究室ノでは熱王ネルギー化 した電子

と反応 し易い物質 (電子捕捉剤)を加えて∴その生成物の漬慶依存か ら逆に分

布を出す とい うようを手続 きがとられてV,る｡ 飽和炭化水素を溶媒 とするジン

~チレーク-の発光機構についても同様で,電子捕捉剤の影響か ら推論が夜され

ているO 物理的を常套手段である寿命の漸定やスペク トル解析をど,面倒 を手

続 きをLに結構本質的を議論ができている｡ 上に掲げた研究題 目は どちらか と

い うと物理的を問題であるが,1もっと純化学的問題 ももちろん行をっている｡

その一つは液体窒素中に簡単を炭化水素を溶解させ (反応を調べるには充分を

位溶解する) γ線を照射する｡ すると,液体窒素か ら窒素庶子が発生 して炭イヒ

水素と反応するo 窒素原子の反応は他の簡単を原＼子,H,C,0.,-ロダン貴ど

と戟べると,きっぱ少その反応機構がわかってh夜い｡上の方法でどうやらそ

の様相が明らかになってきつつあるOこのほかに虫sRで低温有機 ガラス中の

電子の挙動を調べた 軒,炭酸ガスの液体中の放射線化学反応夜ども調べているo

hずれ も規模の小さを実験をので,この研究室では常に1人 1題目,年々人員

構成 とともに問題も移 b変っでいるO 人員構成は日下のところ,助教授 1,顔

手 2 (1名は海外出張中),大学院 5,研究生 2,学部 4年生 5｡今年は電子

計算機に興味のある学生が増えたので,反応達家の理論計算をしてみようか と

い う気配になっている1.

腐 研 究 室

われわれの研究室はまだ発足後 日が浅 く,現在のところメンバーも私 (堀素

夫) と米沢富美子さん,それに秘書の浅野節子さんの5人だけである｡ 私は-⊥

昨年 5月に阪大基礎工か ら,米沢さんは昨年 5月に京大基所からそれぞれ移っ

てきた｡しか し,私の着任当時はちようどバ リケー ド封鎖の其最中であD,節

究室の創設 どとろでは浸かったので,独立の研究室としての本格的を活敦は昨

年米沢さんを迎えてか ら-始まったといってよh o

ところで, このようを研究室の構成を説明するたびL/C,米沢さんと私のベア
でいったい何をやるつ もDをのかと,一様に不思議そ うを顔をされる｡ たしか
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に,これまでの私の仕事は破壊,雑音,微粒子,粉体夜どのマクロの統計現象

が主査対象であって,･米沢さんの専門である物性基礎論,統計力学 とはほ とん

ど無関係であった｡ この意味では,.私たち2人の組合せに疑問を感 じる向きが

多いのもむ しろ当然の ことであろ うo

公式の組織の上では,われわれの研究室は応用物理学科の数理統計学講座に

属 している｡ この数理統計学講座は応用解析学講座とともに学科内の数学グル

ープを構成するが,実際には数学系 と物理系で半講座ずつ分担する習慣であD,

もともと寄合世帯的夜色彩の濃い応用物理学科の中でもとく･に変則的を状態に

ある｡同じ数学グルT70の他の研究室のメンバーは,確率論1統計学,情報理

請,oRなどを専攻する数学者ばかDで,物理出身者は掘,米沢以外には見当

た らをい｡

私たちの研究テーマの選定方針は,以上のようを研究室をとbまく情況を十

分考慮に入れ,数学者 との接触の多い利点をできるだけ活か したい,とい うこ

とであった｡ その点,米沢さん も私 も,具体的を対象はかをb適っていたにせ

よ,物理や工学に現われる各種の統計現象にいろいろ夜確率モデルを適用 して

きたので,これ らの確率モデルをよJh数学的を立場から再検討することに在っ

た｡ 現在その第IL段階としていわゆるランダム ･パッキングの統計理論をとb

上げているO ■

そのほか,最近手がけ始めた研究テーマとして連続体の統計力学に関する間

規がある｡ 連続体の統計力学はマクロをhLセミ･ミクロのランダム系の物性

を記述するさいに必要VE:浸るが,ランダム媒質中の波動伝播の研免をどで部分

的に論 じられている程度で,まだ統一的を理論体系が確立されたとはいえをい｡

(輿宛のある方は応用物理の 1月号を参照していただきたいO) この分野には

ランダム系の統計力学をどと共通の問題 も多いので,米沢さんとの共同研究の

テーマに選んだわけである｡

研究室としての実績があまbをや 現状で これ以上峯を進めると,不動産屋の

誇大広告をみといわれそ うである｡ 私の側か らの研究室紹介はこの辺で打ち切

b,あとは私 とは違った見方か らの米沢さんのコメン トに期待 したい｡

(喝 素夫 )I
000 000000

昨年の5月に,非常に民主的 (!?) を京都大学から,非常拓そ,うでは貴い
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東京工大に移って,最初はまごつ くことが多かったo ′これ も修業のひとつ と自

分に言い聞かせてはみたものの,一年近 くたった現在 も,達観の境地には程遠

い日々である.O それ もあってか,東京でのし滞在確率が 1に満た凌い上に,東京

に居てもコ二大に居る士は限ら夜い､とい うわけで,いまだ居候の域を出をい｡ 小

さい.体をますます小さ(し,5杯 目に憶そっと出し乍 ら暮 しているo 研究室栢

介にくちばしを入れる夜ど,お よそ身分不相応汝ことである｡ (米沢 記 )

〔 工 学 部 〕

物理葦埼学研究室 (金属工学科)-

当研究室は現在,教殴桶谷繁雄,助教授長倉繁磨,助手人見茂,弘津顧象,-

1ADFl鼻修,技官佐々木鎮子,大学院生 5名 (DC･2,MC5) よおをD,主 と

してⅩ線,電子線による金属結晶の構造研究を行をってtバ･ます｡研究壷は昭和

17年に桶谷が東大 ･冶金学科 よb着任 した時に始まbましたが,現在の研究

分野は,桶谷が昭和 25-25年フランス留学時に開始 した電子回折法による

金属炭化物の研究によって始まったと言えるで しょうo 研究室は,初めは非鉄

金属材料講座に属 して.hま したが,･昭和 57年に鉄冶金学講座に藤 b,.･昭和40

年に現在の物理捨金講座 として一人前に夜bました｡.以前は古い木造家屋の研

究室で,人見,研究費,一研究設備 ともに少貴 く,こじんまbとしておおま した

が,'昭和 58年に新 しい鉄筋コンクリー トの建物に移った頃か ら優秀を人材が

集まb始め,現在では強力に研究活動が行濠えるようにをbま.し克｡一研究は実､

験装置が行をうのでは貴く,人が行を うのだということをモ･)トーにしており
ます｡ そ して学問の発展は何 もをいとこ ろ.に新分野を開 くことであるとい う精

神で,メーカーにたよることを く自家設計~に'よる実験装置をいくつか製作 し,

それ咋よb研究を進めて来ました｡ 現在では∴電子回折装置,Ⅹ線発生装置,

真空蒸着装置,真空電融蒸着装置,薄膜引張試験機 ,ラングカメラ等の製作昂

が揃いました｡ 最近では,徴焦点Ⅹ線発生装置,200KV電卓顕微鏡 (学科

共通設備),低速電子回折装置 (今年度末)が購入されま したので,狭い研究
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